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研究の目標 

• 分子設計グループ（松岡、幡野）では、有機合成を基礎と
して世界に貢献できる化学物質を創製することを目的として
いる。 

• 幡野研究室では、特に有機ケイ素化合物の特徴を活かした
物質創製を行っている。 

• 有機ケイ素化合物とは、炭素骨格分子の一部をケイ素に置
き換えた化合物の総称である。導電性、発光特性、構造の
柔軟性、生理不活性などの特徴を持つことが多い。 



研究テーマ その１（病原体の簡便・迅速な検査薬） 
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研究テーマ その１（病原体の簡便・迅速な検査薬） 
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我々の開発した検
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紫外線照射 
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（未感染） 

感染症感染源あり
（感染） 

糖鎖を使った検出薬は、実用化に向け準備中。現在、ペプチドを使った 

検出薬の開発と増感型検出薬を4年生が開発している 





研究テーマ その１’（アクティブターゲティング型DDS） 

結合性レクチン添加 
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の凝集体に赤色色素が内包 

凝集体崩壊とともに赤色薬剤放出 

癌治療に利用すれば、患者の副作用軽減、 

治療費の負担軽減になる 

内包量の向上、薬剤保持能力向上させる研究を現在4年生と修士１年生 

が行っている。今後は抗がん剤ＤＤＳに特化していく。 



研究テーマ その2（光劣化抑制したポリシランの開発） 
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ポリシランの特徴 
・高い導電性、近紫外領域で発光する 
 

劣化 

・容易に劣化してラジカル、シリレンを生成 

・ポリシランの特性を失う 
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固体状態 

シロールが凝集 

Point: シロール基の導入 

更に光劣化抑制を施した新しいポリシランの創製を修士１年生が開発している。 



研究テーマ その３（新規糖鎖合成方法の開拓） 
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保護準備 

糖受容体：
遊離水酸基
はC3位のみ 

代表的なC3グリコシル化受容体の合成法（合計５段階反応） 

従来の糖鎖合成法の問題点 

・多段階反応になる。 

・精製のためのシリカゲル、溶媒などの廃棄物を沢山産出する。 

・精製のための多大な労力、コストを要する。 



研究テーマ その３（新規糖鎖合成方法の開拓） 
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糖受容体：C3位が立体的にすい
ている 

我々の考えたC3グリコシル化受容体の合成法（合計１段階反応） 

反応数を大幅削減に成功、現在、結晶性の向上を目指した新たなシリル基を4年生と修士２年生 

が探索している。 



研究テーマのまとめ 

カルボシランデンドリマー 

（生物・化学） 

•検出薬や治療薬として有用

である。抗がん剤に展開予定。 

•糖鎖、ペプチドの合成も行う。 

•簡単な活性評価は独自に行

うが、ウイルス等を使用する際

は、慶應大学、聖マリアンナ

医大で行ってもらう。 

ポリシラン（物理・化学） 

• これからポリシランの特性を損

失していないか調査が必要。 

•高分子合成の特殊な技術を

要する。 

•詳細な物性評価は鎌田研、

NHKなどに依頼する予定。 

 

シリル基を使った糖鎖合成

（化学） 

• インフルエンザ、癌などを標的

とした糖鎖合成に有用である。 

•色々なケイ素置換基を合成

する必要がある。 

• インフルエンザ結合糖鎖は98

万円/gである。本方法でどこ

まで格安に合成できるか？！ 



日々の実験の手順 

文献や先輩の成果を

参考にして、自分の

実験の計画を立案し

ます。先輩や教員に

相談して失敗の無い

ようにしますが、段々

一人でできるようにな

ります。 

立 案 

実際に実験を行いま

す。初めは馴れていな

いので、先輩に見守ら

れながら進めていきま

す。空気に触れると発

火するような実験もあ

ります。 

合 成 

実験結果の解析を行

います。どんな化合物

がどのくらいの収率で

生成したのか調べます。

ここでは構造解析の

知識が有効となります。 

解 析 

実験の解析結果を踏

まえ、反応系中で起

きていることを考える。

さらに良い結果を得る

ためにはどうするか考

えます。分からないとき

は、先輩や教員とディ

スカッションします。 

考 察 



セミナーおよび輪講 

４年生のみ 

• 有機化学演習（前期週１回、松岡研と合同、院試対策にもなる） 

• 英文輪講（前期週１回、ケイ素化学の基礎、科学技術英語の翻訳を学ぶ、
院試対策にもなる） 

学生全員 

• セミナー（通年週2回、研究の進捗状況報告、最近の英字論文の内容紹介） 

• 個別ディスカッション（金曜日午後、研究方針や技術相談） 

• 期末報告会（年２回、松岡研と合同、半年間の研究成果をみんなの前で発
表、卒論発表の練習にもなる） 



研究室の行事 

• 歓迎コンパ（４月） 

• 学科ソフトボール大会（７月ごろ） 

• 打ち上げコンパ（７月下旬、前期期末報告会終了後） 

• ４年生は大学院入試勉強のため夏休み 

• 研究室旅行（９月ごろ、今年度は伊豆高原） 

• 忘年会（１２月、期末報告会後） 

• 追い出しコンパ（３月、謝恩会後） 



参加学会 

• 日本化学会（年２回） 

• 高分子学会（年２回） 

• ケイ素化学協会（年１回） 

• 有機典型元素化学討論会（年１回） 

• 環太平洋国際化学会議（５年に１回、2015年ハワイで開催） 

 

• 幡野研究室では、大学院生に必ず学会での口頭発表をしてもらっていま
す。 



配属学生に臨むこと 

• モノを作ることや実験が好きである気持ち 

• 好奇心旺盛であること 

• 一度や二度の失敗ではくじけない精神力 

• 良いものを作ろうという向上心 

• 生理整頓ができ、几帳面であること 
（大雑把な実験は「化学」の分野では大事故のもと） 

• あとは根性と元気さえあれば、怖いものなし!! 

 

楽しい研究生活を一緒に送ろう！ 



この資料を幡野研究室のHPに掲載しておきます。今日の説明だけ

では、分からなかった人はもう一度見てみてください。パスワードは、

「hatanoken」です。 

詳しいことを知りたい、分からないことがある場合には、幡野居室もし

くは幡野研究室を訪問してください。いつでも歓迎します。 


